
【SR-8　評価シート　エビデンス総体（絶対効果指標の結果を記入する場合）】
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OS RCT/4 -1 0 0 -2 0 590 78 590 42 HR 0.44 0.22 - 0.87 B 9

DFS RCT/5 -1 0 0 -2 0 744 177 744 102 HR 0.58 0.37 - 0.89 B 8

pCR RCT/9 -1 0 0 -2 0 1070 385 1060 532 OR 1.82 1.32 - 2.52 B 8

Neutropenia RCT/12 -1 -1 0 -2 0 1993 1012 1980 937 RR 1.28 0.83 - 1.98 B 6
Febrile
neutropenia

RCT/9 -1 -1 0 -2 0 1772 125 1709 68 RR 0.67 0.29 - 1.57 B 6

Anemia RCT/9 -1 -1 0 -2 0 1795 44 1773 141 RR 7.07 1.08 - 46.34 B 6
Thrombocytope
nia

RCT/10 -1 -1 0 -2 0 1890 61 1873 123 RR 3.14 1.01 - 9.72 B 6

Nausea RCT/10 -1 -1 0 -2 0 1795 40 1779 49 RR 1.16 0.56 - 2.42 B 6
Peripheral
neuropathy

RCT/10 -1 -1 0 -2 0 1890 68 1873 73 RR 1.3 0.73-2.32 B 6

リスク人数（アウトカム率）

コメント（該当するセルに記入）

周術期トリプルネガティブ乳癌に対して、プラチ
ナ製剤は推奨されるか？
早期トリプルネガティブ乳癌 エビデンスの強さについて，RCT は「強（A）」からスタート，観察研究は「弱（C）」からスタート。

＊各ドメインは「高（－2）」，「中／疑い（－1）」，「低（0）」の3 段階。
＊＊エビデンスの強さは「強（A）」，「中（B）」，「弱（C）」，「非常に弱（D）」の4 段階。
＊＊＊重要性はアウトカムの重要性（1 ～ 9）。プラチナ系化学療法薬を含むレジメン

その他化学療法薬レジメン
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